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クフの稔性は,倍数性 ,亀間交羅たよって異なることが 表 : 期 ヒ支場湯野桑園におけるタフ品種の稔性
知られているが,交雑育種を効率的にすすめるには,さ ら

に品種レベルでの稔性も明らかにする必要がある。そのた

め,蚕糸試験場東北支場構内および湯野桑園に栽植されて

いるャマグフ系,カ ラヤマグワ系,ロ グワ系の品種につい

て, 1974年から5年間自然環境下における種子稔性および

発芽を調査した。

1 材料および方法

供試材料は,湯野桑園のャマグワ系品種剣持,水沢,カ

ラャマグフ系品種鼠返 ,一ノ瀬,ロ グワ系品種心自,大島

桑の計 6品種で,1970年および '71年 4月 に畦問 20%,株

間 07710に 植付け根刈仕立として栽植されている品種見本

国のものである。植付け後,春切りを行い 4年 目から採種
のため各株 1本残しとし,'78年のみ全枝条を残して採種用

に供した。施肥量は年間固形肥料300め/10a(N:10%,
P205:4%,K20:4%)で ある。構内には一ノ瀬,鼠
返,大島桑の 3品種で樹齢約211年 の立通仕立のもので無肥

料としている。各年次とも6月 上旬から下旬に紫黒色とな

つt象椎を逐次採取し, 1継ごとに小頼数と種子数を数え,
採種時に水に沈むものと浮くものとに分けた。また,1974,

75,'77,'78年に採種した沈種子を用いて発芽調査 (径約18

0πの硬質シャーンに播種し,∞℃の室温器内に保護,14日

後調査 )を行った。

2 結果および考察

湯野桑園の品種による稔性の違いは極めて大きく, 5カ

年を通してもつともよかったのは鼠返で,次いで剣持,水

沢,一ノ瀬.心自,大島桑であつた。また,年次による稔

性の差異は各品種とも極めて大きく, 5年間でもっとも高

かつた年次は 1978年であった (表 1)。 採種地 (構 内と湯

野 )を異にした一ノ瀬,鼠返′大島桑の稔実歩合は,構内
に比較して湯野桑園の各品種は低く,かつ年次による差異

も大きかった。しかし,'78年は一ノ瀬,大島桑とも構内の

ものより高かった(図 1)。 構内栽植品種の種子の発藻歩

合は,品種および年次による差果は少なかつたが,湯野桑

園のそれは大きかった (表 2)。

クフの種子稔性は,倍数性,種 (Species),立地条件,

年 次 ″ワ品種 小 顆 数 種 子 数 合

)

1974

剣  持
水  沢
鼠  返
一 ノ 瀬

心  白
大 島 桑

803

753

1,504

1,306

958

450

482

511

1,143

771

665

198

60 0

67 9

76 0

59 o

69 4

440

1975

剣  持
水  沢
鼠  返
一 ノ 瀬

心  自
大 島 桑

2,243

1,300

2,838

2,225

2,102

1 008

'95831

2,099

882

922

630

44 4

63 9

74 0

39 6

43 ,

62 5

1976

剣  持
水  沢
鼠  返
― ノ 瀬

心  白
大 島 桑

1,849

386

2,093

1,339

1,649

943

1.073

160

1,199

645

469

466

58 0

47 8

57 3

48 2

28 4

49 4

1977

剣  持
水  沢
鼠  返
一 ノ 瀬
,心   白
大 島 桑

1,528

1,054

1,643

1,989

1,005

198

952

448

1,004

1,260

434

68

62 3

42 5

611
65 0

43 2

34 3

1978

剣  持
水  沢
鼠  返
一 ノ 瀬
′さ  自
大 島 桑

1,974

2,383

2,050

1,943

1,5,1

1 746

1,550

1,764

1,662

1.57'

1,149

1 175

78 5

74 0

811

813
72 2

673

仕立方,樹齢,気象等に影響されると考えられている(東

城 1974)が ,湯野桑園の品種見本国に栽植されている6品

種の稔実歩合は,採種地によって著しい差異が認められた。
その主原因は, l haの 湯野桑日の約80aは 3倍性系統の品

種育成圃場であること,約 13aの 品種園は各品種とも1株

1本の枝条を残して他は春切りされたこと,周辺はほとん

ど果樹園であること等のため飛散花粉が極めて少ないこと

によるものであろう。1978年に品種見本国の全枝条を残し

て開花させたことによる稔実歩合の上昇はこれを立証する

ものといえよう。
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図 : 東北支場構内と湯野桑園における稔実歩合
の違い
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クフ品種見本国(湯野桑園,根刈仕立,1970,'71年 植付)

および構内に栽植 (立通仕立 )されている剣持,水沢,鼠

返,一ノ瀬,心自,大島桑の 6品種について,1,74年から

5カ年間種子稔性と発芽歩合を調査し次の結果を得た。

1 稔実歩合は品種および年次によつて違いを生した。 5

カ年間を通して鼠返がもっともよく,4い て剣持,水沢,

一ノ瀬,心自,大島桑の順であった。

2 稔実歩合は採種地 (湯野と構内)に よつても差位を示

し,周辺の飛散花粉の多少が影響するものと思われた。

3 種子の発芽歩合は,構内栽植の品種間で違いは少なか

ったが,湯野桑日では大きかつた。
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表2 クワ種子の発芽歩合
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